巿九郎 は 踏み込んで、 主人の 脇腹 を 思う さま 横に 薙ぃ 

だのであった。 

敵手が 倒れて しまった 瞬間に、 巿九郎 は 我に かえつ 

た。 今まで 興奮して 朦朧と していた 意識が、 ようやく 

落着く と、 彼 は、 自分が 主殺しの 大罪 を 犯した ことに 

気がついて、 後悔と 恐怖との ために、 そこにへ たばつ 

てし ま つ た。 

おも- P 

夜 は 初更 を 過ぎて いた。 母屋と、 仲間 部屋と は、 遠 

く隔 つてい るので、 主従の 恐ろしい 格闘 は、 母屋に 住 

んで いる 女中 以外、 まだ だれに も 知られなかった らし 

い。 その 女中た ち は、 この 激しい 格闘に 気 を 失い、 一 



静かに 自殺の 覚悟 を 固めて いた。 すると その 時、 次の 

間から、 今までの 大きい 圧迫から 逃れ出た ような 声が 

した。 

「ほんと に まあ、 どうなる ことかと 思って 心配した わ _ 

お前が まつ 二つに やられた 後 は、 私の 番 じゃあるまい 

かと、 さっきから、 屛 風の 後で 息 を 凝らして 見て いた 

のさ。 が、 ほんとう にいい 塩银 だった ね。 こうな つ 

とさ 

ちゃ、 一刻 も 猶予 はして いられな いから、 有り金 を さ 

ら つて 逃げる としょう。 まだ 仲間た ち は 気がつい てい 

ないよう だから、 逃げるなら 今のう ち さ。 乳母 や 女中 

など は、 台所の 方で がたがた 震えて いるら しいから、 



最もな しゃすい 美人局 を 稼業と した。 そうして 信 州 か 

ら尾 州へ かけての 宿々 で、 往来の 町人 百姓の 路用の 金 

きょうさ 

を 奪って いた。 初めの ほど は、 女からの 激しい 教唆で、 

つい 悪事 を 犯し 始めて いた 巿九郎 も、 ついに は 悪事の 

面白さ を 味わい 始めた。 浪人 姿 をした 巿九郎 に対して、 

被害者の 町人 や 百姓 は、 金 を 取られながら、 すこぶる 

柔順であった。 

悪事が だんだん 進歩して いった 巿九郎 は、 美人局 か 

らもつ と 単純な、 手数の いらぬ 強請 を やり、 最後に は、 

切 取 強盗 を 正当な 稼業と さえ 心得る ようにな つ た。 

彼 は、 いっとな しに B 濃から 木 曾へ かかる 酷罟 峠に 



に 力 を 籠め た。 

やがて、 巿九郎 は、 雨露 を 凌ぐ ために、 絶壁に 近く 

木 小屋 を 立てた。 朝 は、 山国 川の 流れが 星の 光 を 写す 

頃から 起き 出て、 夕 は 瀬 鳴の 音が 静寂の 天地に 澄み か 

える 頃まで も、 止めなかった。 が、 行路の 人々 は、 な 

ぉ嗤 笑の 言葉 を 止めな か つ た。 

「身の ほど を 知らぬ たわけ じ や」 と、 巿九郎 の 努力 を 

眼中に おかなかった。 

が、 巿九郎 は 了 $不 乱に 槌を 振った。 槌を 振って い 

さえ すれば、 彼の 心に は 何の 雑念 も 起らなかった。 人 

を 殺した 悔恨 も、 そこに は 無かった。 極楽に 生れよう 



はは かどらぬ 工事に、 いつの 間に か 倦き きってお つた。 

巿九郎 は、 また 独り 取り残されねば ならなかった。 彼 

は、 自分の そばに 槌を 振る 者が、 一人 減 リニ 人 減り、 

ついに は 一 人 もい なくなつ たのに 気がついた。 が、 彼 

は 決して 去る 者 を 追わなかった。 黙々 として、 自分 一 

人 その 槌を 振い 続けた のみで ある。 

里人の 注意 は、 まったく 巿九郎 の 身辺から 離れて し 

まった。 ことに 洞窟が、 深く 穿 たれれば 穿 たれる ほど、 

その 奥深く 槌を 振う 〔# 「奥深く 槌を 振う」 は 底本で は 「奥 

深く 振う 匕 巿九郎 の 姿 は、 行人の 目から 遠ざか つてい つ 

た。 人々 は、 闇のう ちに 閉 された 洞窟の 中 を 透し 見な 



そつじ 

「率爾ながら、 少々 もの を 尋ねる が、 その 出家と 申す は、 

年の 頃 は どれぐ らい じ や」 と、 きいた。 その 男 は、 自 

分の 談話が 武士の 注意 を ひいた こと を、 光栄で あると 

思 つ たらしく、 

「さようで J ざ いますな。 私 は その 御 出家 を 拝んだ マ J 

と は ございませ ぬが、 人の 噂で は、 もう 六十に 近いと 

申します」 

「丈 は 高い か、 低い か」 と、 実 之 助 はたた みかけて き 

いた。 

「それ もし かと は、 分かり ませぬ。 何様、 洞窟の 奥深 

くいられる ゆえ、 しかと は 分かり ませぬ」 



くと、 もはや 八つ 刻 を 過ぎて いた にもかかわらず、 必 

死の 力 を 双脚に 籠め て、 敵の 所在へ と 急いだ。 その 日 

の 初更 近く、 樋 田 村に 着いた 実 之 助 は、 ただちに 洞窟 

へ 立ち 向おうと 思った が、 焦つ て はならぬ と 思い返し 

て、 その 夜 は 樋 田 駅の 宿に 焦慮の 一 夜 を 明かす と、 翌 

日 は 早く 起き 出で て、 軽装して 樋 田の 刳貫へ と 向った _ 

刳貫の 入口に 着いた 時、 彼 は そこに、 石の 砕片 を 運 

び 出して いる 石工に 尋ねた。 

「この 洞窟の 中に、 了 海と いわる る 御 出家が おわす そ 

うじ やが、 それに 相違ない か」 

ほこら 

「おわさないで なんとしょう。 了 海 様 は、 この 洞の 



まする」 と、 いった。 

実 之 助の、 極度にまで、 張り詰め てきた 心 は、 この 

老僧 を 一 目 見た 剎那 たじたじ とな つ てし ま つていた。 

彼 は、 心の底から 憎悪 を 感じ 得る ような 悪僧 を 欲して 

いた。 しかるに 彼の 前に は、 人間と も 死骸と もっかぬ、 

半死の 老僧が 蹲って いるので ある。 実 之 助 は、 失望し 

始めた 自分の 心 を 励まして、 

「その もとが、 了 海と いわる るか」 と、 意気込ん でき 

ヽ ち。 

レ / 

「いかにも、 さようで ござります。 して その もとは」 

と、 老僧 は 訝しげ に 実 之 助 を 見上げた。 



巿九郎 が、 義理に 感じて 首 を 授ける の は、 必定で ある 

と 思った。 またそう した 打算から 離れても、 敵と はい 

い ながら y J の 老僧の 大 誓願 を 遂げさ してやる の も、 決 

して 不快な ことではなかった。 実 之 助 は、 巿九郎 と 群 

衆と を 等分に 見ながら、 

「了 海の 僧形に めでて その 願い 許して 取らそう。 束え 

た 言葉 は 忘れまい ぞ」 と、 いった。 

「念 もない ことで ござる。 一分の 穴で も、 一寸の 穴で 

も、 この 刳貫が 向う側へ 通じた 節 は、 その 場 を 去らず 

了 海 様 を 討た させ 申そう。 それまで は ゆるゆると、 こ 

の辺りに 御 滞在な され ませ」 と、 石工の 棟梁 は、 穏ゃ 



かな 口調で いった。 

ふんじょう 

巿九郎 は、 この 紛擾が 無事に 解決が 付く と、 それに 

よって 徒費した 時間が いかにも 惜しまれる ように、 に 

じりながら 洞窟の 中へ 入って いった。 

実 之 助 は、 大切の 場合に 思わぬ 邪魔が 入って、 目的 

が 達し 得なかった こと を 憤った。 彼 はいかん ともしが 

たい 鬱憤 を 抑えながら、 石工の 一人に 案内 せられて、 

木 小屋のう ち へ 入った。 自分 一人に なつ て 考える と、 

敵 を 目前に 置きながら、 討ち 得なかった 自分の 腑 甲斐 

なさ を、 無念と 思わずに はいられなかった。 彼の 心 は 

いつの 間に か f 可 だた しい 憤りで いっぱい になって いた。 



めた 太刀の 柄が、 いつの 間に か 緩んで いるの を 覚えた。 

彼 はふと、 われに 返った。 すでに 仏心 を 得て、 衆生の 

ために、 砕 身の 苦 を 嘗めて いる 高徳の 聖 に 対し、 深夜 

の 闇に 乗じて、 ひ はぎの ごとく、 獣の ごとく、 瞋 HI の 

剣を抜き そばめて いる 自分 を 顧 ると、 彼 は 強い 戦慄 

が 身体 を 伝うて 流れる の を 感じた。 

洞窟 を 揺が せる その 力強い 槌の 音と、 悲壮な 念仏の 

声と は、 実 之 助の 心 を 散々 に 打ち砕いて しまった。 彼 

は、 潔く 竣成の 日 を 待ち、 その 約束の 果 さるる の を 待 

つより ほか はない と 思った。 

実 之 助 は、 深い 感激 を瞜 きながら、 洞 外の 月光 を 目 



敵と 敵と は、 そこに 手 を 執り 合うて、 大 歓喜の 涙に む 

す さ 

せんだ ので ある。 が、 しばらく すると 了 海 は 身 を 退つ 

て、 

「いざ、 実 之 助 殿、 約束の 日 じ や。 お切りな されい。 

かかる 法悦の 真ん中に 往生いた すなれば、 極楽浄土に 

生る る こと、 必定 疑いな しじ や。 いざお 切リ なされい _ 

明日 ともなれば、 石工 共が、 妨げいた そう、 いざお 切 

りなされ い」 と、 彼の しわがれた 声が 洞窟の 夜の 空気 

に 響いた。 が、 実 之 助 は、 了 海の 前に 手 を 拱 いて 座つ 

たま ま、 涙に むせんで いるば かりであった。 心の底 か 

ら 湧き出ず る 歓喜に 泣く 凋び た 老僧 を 見て いると、 彼 
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